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Ａ
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【
冒
頭
発
言
】 

議
長
、
事
務
局
長
、
御
列
席
の
皆
様
、 

 

初
め
に
、
ア
ン
ガ
ラ
＝
コ
リ
ン
ソ
ン
大
使
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
総
会
議
長
選
出
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
グ
レ
ナ
ダ
の
新
規
加
盟
を
歓
迎
し
ま
す
。 

 

日
本
は
、
天
野
事
務
局
長
の
再
任
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
、
イ
ラ
ン
の
核

合
意
履
行
の
監
視
・
検
証
、「
平
和
と
開
発
の
た
め
の
原
子
力
」
推
進
等
の
諸
課
題
へ
の
天
野
事
務
局
長
の
取

組
を
高
く
評
価
し
、
今
後
も
最
大
限
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
全
加
盟
国
に
引
き
続
き
の
支
援
を
呼
び
か
け
ま

す
。 

 



 

９
月
３
日
、
北
朝
鮮
は
累
次
に
亘
る
国
際
社
会
の
抗
議
と
警
告
を
無
視
し
て
、
六
度
目
の
核
実
験
を
強
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
許
さ
れ
ざ
る
暴
挙
で
す
。
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
は
我
が
国
を
含
む
地
域
及
び
国
際

社
会
の
安
全
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
で
あ
り
、
ま
た
、
核
不
拡
散
体
制
へ

の
重
大
な
挑
戦
で
す
。
日
本
は
国
際
社
会
と
と
も
に
北
朝
鮮
に
対
し
、
最
大
限
の
圧
力
を
か
け
、
挑
発
行
動

の
自
制
、
安
保
理
決
議
や
六
者
会
合
共
同
声
明
の
遵
守
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
の
履
行
を
強
く
求

め
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
措
置
を
含
む
よ
り
強
力
な
安
保
理
決
議
第
２
３
７
５
号
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
新

た
な
安
保
理
決
議
を
含
む
関
連
決
議
の
厳
格
か
つ
全
面
的
な
履
行
等
、
国
際
社
会
の
不
拡
散
分
野
で
の
対
応

の
重
要
性
を
強
調
し
ま
す
。 

 

【
日
本
の
原
子
力
政
策
】 

議
長
、 

 

本
年
、
日
本
は
、
原
子
力
利
用
の
長
期
的
方
向
性
を
示
す
「
基
本
的
考
え
方
」
を
策
定
し
、
白
書
も
再
開



し
ま
し
た
。
今
後
、
引
き
続
き
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
国
民
の
理
解
と
信
用
を
得
ら
れ
る
よ
う､

取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。 

ま
た
、
日
本
は
、
高
浜
３
・
４
号
機
を
含
め
５
基
稼
働
中
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
の
厳
格
な
適
用
の
下
、「
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
保
有
し
な
い
」
と
の
原

則
を
堅
持
し
つ
つ
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
推
進
等
を
通
じ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
着
実
な
利
用
や
再
処
理
事
業
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
管
理
状
況
の
公
表
等
を
通
じ
た
透
明
性
や
信
頼
性
向
上
の
取
組
を
継
続

し
、
世
界
最
高
の
透
明
性
を
持
つ
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

高
速
炉
開
発
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
高
速
炉
開
発
推
進
の
意
義
は
現
在
に
お
い
て
も
何
ら
変
わ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
末
に
決
定
し
た
高
速
炉
開
発
の
方
針
を
踏
ま
え
、
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
科
学
的
特

性
マ
ッ
プ
の
提
示
等
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 



 
【
福
島
原
発
第
一
事
故
後
の
取
組
、
原
子
力
安
全
】 

議
長
、 

こ
の
６
年
間 
、
日
本
は
規
制
体
制
を
抜
本
的
に
見
直
す
な
ど
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
原

子
力
安
全
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

福
島
第
一
原
発
に
関
し
、
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
計
画
的
に
課
題

に
対
処
す
る
状
態
に
移
行
し
ま
し
た
。
国
が
除
染
を
行
う
地
域
で
は
、
計
画
ど
お
り
除
染
活
動
が
終
了
す
る

な
ど
環
境
回
復
活
動
が
進
展
し
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
日
本
産
食
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
ら
れ
て
き
た
様
々
な
安
全
確
保
の
た
め
の
取
組
や
、
厳

格
な
基
準
の
下
で
の
検
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
既
に
多
く
の
国
々
が
そ
の
安
全
性
を
確
認
し
て
日
本
か
ら
の



食
品
輸
入
規
制
を
撤
廃
し
て
い
ま
す
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、
全
て
の
国
が
輸
入
規
制
を
撤
廃
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。 

 

２
０
１
６
年
の
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｓ

ア
イ
ア
ー
ル
ア
ー
ル
エ
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
受
け
た
勧
告
・
提
言
を
踏
ま
え
、
本
年
４
月
に
新
し
い
検
査

制
度
に
関
す
る
法
改
正
を
行
う
な
ど
、
我
が
国
の
原
子
力
規
制
の
更
な
る
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
８
月
、
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｓ

ア
イ
ア
ー
ル
ア
ー
ル
エ
ス

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
し

要
請
し
ま
し
た
。
事
業
者
も
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｔ

オ

サ

ー

ト

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
受
入
れ
等
、
努
力
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

 

我
が
国
は
、
福
島
の
経
験
を
国
際
社
会
に
共
有
し
つ
つ
、
国
際
的
な
原
子
力
安
全
の
強
化
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。
来
年
の
廃
棄
物
合
同
条
約
レ
ビ
ュ
ー
会
合
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
福
島

県
Ｃ
Ｂ
Ｃ

ス
ィ
ー
ビ
ー
ス
ィ

の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
原
発
導
入
国
の
基
盤
整
備
支
援
や
原
子
力
人
材
育
成
等
の
国
際

的
貢
献
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

 



【
原
子
力
の
平
和
利
用
】 

議
長
、 

天
野
事
務
局
長
の
掲
げ
る
「
平
和
と
開
発
の
た
め
の
原
子
力
」
を
支
持
し
、
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

）
達
成
に
向
け
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
一
層
の
貢
献
を
期
待
し
ま
す
。
日
本
は
、
過
去
１
年
間
で
平
和

的
利
用
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｐ
Ｕ
Ｉ

ピ

ー

ユ

ー

ア

イ

）
に
累
計
５
０
０
万
米
ド
ル
の
財
政
支
援
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
含
む
開
発
援
助
機
関
や
我
が
国
企
業
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
連
携
強
化
、
Ｒ
Ｃ
Ａ

ア
ー
ル
シ
ー
エ
ー

等
地
域

枠
組
み
へ
の
専
門
的
人
材
の
関
与
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

達
成
へ
の
各
国
の
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
日
本
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
の
成
果
も
踏
ま
え
、
核
融
合
研
究
開

発
に
お
け
る
国
際
協
力
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
す
。 

 【
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
】 

議
長
、 



核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
中
心
的
役
割
を
支
持
し
ま
す
。
日
本
は
本
年
、 

核
テ
ロ
対
策
国
際
会
議
を
主
催
し
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

ジ
ェ
イ
エ
ー
イ
ー
エ
ー

・
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｎ

ア

イ

エ

ス

シ

ー

エ

ヌ

は
同
会
議
の
活
動
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
本
年
２
月
、
日
本
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｓ

ア

イ

パ

ス

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
２
０
１
８
年
秋
を
目
途
と
し
た

実
施
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
し
て
要
請
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
協
力
し
、
大
規
模
国
際
行
事
の
核
テ
ロ
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

 

【
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
】 

議
長
、 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
は
核
不
拡
散
の
た
め
の
最
重
要
手
段
で
あ
り
、
そ
の
強
化
・
効
率
化
に
向
け
た
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
の
取
組
を
支
持
し
ま
す
。
日
本
は
包
括
的
保
障
措
置
協
定
及
び
追
加
議
定
書
の
普
遍
化
を
重
視
し
、



Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

エ

ー

ス

ト

ッ

プ

や
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｎ

エ

ー

ピ

ー

エ

ス

エ

ヌ

を
通
じ
た
取
組
を
継
続
し
ま
す
。 

 
ま
た
、
北
朝
鮮
で
の
検
証
活
動
再
開
に
向
け
た
準
備
の
強
化
等
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
取
組
を
支
持
し
、
北
朝
鮮
に

対
し
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
放
棄
と
、
朝
鮮
半
島
の
検
証
可
能
な
非
核
化
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
行

動
を
強
く
求
め
ま
す
。 

さ
ら
に
、
不
拡
散
分
野
に
お
い
て
も
核
兵
器
国
、
非
核
兵
器
国
と
も
に
透
明
性
の
向
上
を
通
じ
た
協
力
を

進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
す
。 

 

【
イ
ラ
ン
の
核
合
意
】 

議
長
、 

日
本
は
イ
ラ
ン
の
核
合
意
を
引
き
続
き
支
持
し
、
そ
の
継
続
的
履
行
を
強
く
期
待
し
ま
す
。
合
意
履
行
の

監
視
・
検
証
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
す
。
日
本
は
履
行
支
援
の
一
環
と
し
て
、
今
月
、



Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
協
力
し
、
イ
ラ
ン
向
け
の
保
障
措
置
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。 

 

【
結
語
】 

議
長
、 

日
本
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
原
加
盟
国
と
し
て
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
ト
リ
ー
と
し
て
、

そ
の
促
進
と
核
不
拡
散
の
強
化
に
一
層
貢
献
し
て
い
く
決
意
で
す
。 

 

御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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了
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